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1.ロじ糾 て

稗桶 泉石式とiとすう聖職達=瑞O,項泉 しこ圃-Tる官刺鍔新 二 G(680m2′HR-7m)

っ､＼て乱 簡軒 )i;ネLT<｡今軌鯛 だ硬泉石拭qS,iと守る紬

鱗遭工執 てついて葛韓 む挿 硬丸 て翻 る宮卦注 JUT,ト ト"ー
事往き,冒,r"1､二二にして頂礼て圃てる官刺琵茸3/,-T､丁.
･2.文献詞を対象工壕

今回か自由髄達工塙のう上 平ト規模 (朝丘1渇申蝕 面清
子n o0-1300wl)叫 0エ塙㌢選が宮浄野性と行,巨｡ここしてほ

うO,うち､雄武｢‡′翻 立渡りと､･して｢いて輯専らイよいJhて時日O,

らエ塙壬,とりあげて書写と,1､7｡ここで､各工了も足して､碑殻度か
ふ､風 て号～LとLT;.rてTさし､阿杖度し丁工塙内も＼ら席料写鼻1,
聯 ';L､械卑しTてい亘､ぁる.エ瑞丁Llエ貰代軒,エ渇的 丹

tL了恵与SJ'巧吋 工塙HLl10:KL涌 井′=掲 LLTム主動 沌 代
して､＼ろ. とくしてエ‡ちKH O:'LL1､開音き考慮してrH＼しかtL
†J〈,i-rrて貴通Lて動 き村 て=塙十 匂竺浮気O,工瑞 として､丁零
曹惇示み ､.々rて工丁鋸 は㌻7ト吊 る句叶郎板 碑阿している.

ち.浄淀3',i
官恥 ておける:,!成婚日tJ章ifJ--舟渡計罷を裏目こネ丁.東刺
は､夏季ら胃下旬轟 8日工句して小 丁て小新和 てほっrT.
尾中 風息Lt汗 鮒 甘 麿 捕 ,)印ol:-'し17帆 O,最 上軌 てサ

ーミス7凧恕†センサぉJbl明 き流しを恥寸LT､碑上してむいてそ小

小々ベンしコーダ､H ti'窮Jftこせ0,8叫帆掃雫')しこI,)峰婦 LTT｡
硬鱒 剰えは､確報､)で行,Tて澗 様に､常澄簡(約5OOwt3㌢ )

3分岡1本)にごる柵 子をトレーサとして同い､†O,滝夜0,時間

:,顧 李∫･)革める竜;もによっrて｡

この濃度O,凍土して､光育辞し製粉垂計

了等LII･)､工端岡うえ の電圧恵方
をデーgLコーダしこ同時収録し日東､

レベルレコーダに書き七させrT.

綬絹 浄促してし1､1回セリきつ20分～

30分の償注咋嘗予断を専丁ろ丁こ祈
lエ執 てっさう回′エⅠ易しのみ細

了 ~~---三｢; !; 00 .｣

ll(290m2,HR=7rn)

｢ 1

★

蔵本 守正

昭 覆 車芙★

∫(250m2.HR=7m)

0

N;;i
口

K(1300mコ.HR=16m)

00
0
0 0 0

A N＼. ロ ロ ◇ ･

Ⅰ(360mコ.HR=7m)

rfF.計
lロ 00I

0:/JlJ熱'bjT'⊂】:ハンマ
FIR :成さ

図 1 実測工腸の概要

L(1200m-1,HR=16m)

l l

p -01-Q-oi ~｢

L__… _‥ … ｣

0 10 20m
HP l ｢r I A

表 1 測定項目および詔測器

測 'JiI lT!- 臼 il,lJJlR .汁 払

外部 iLd 鮎 度 アースマン通風乾湖球粘度i汁帆 向.風速 サ-ミスタ風速.汁,吹き流 し

作_貰域 作=R域の誌Ilt髄腔 アースマン通J9..%湿球湿度計

作-業域のグローブ鮎雌 グローブ比丘Jl‡.汁
鉛l,Ff_温JriZ分1'fJ' 熱',.tL._号J.および'i:tL位.串JF1..主●Li鎚.汁
モニタの排島も温催 熱で13;対および''i:'',ptll.点IP_JLi鎚.汁
気 i舶 j盛 雌 熱線風速.汁

C(), iqJiE 雌 NDlR CO:ーアナライザ
CO 濃 IS_: COイクライザ
SO2 慣 性 I:i:JT?.J℃ガス模糊管
粉じん磯 崎 ピエゾバランス)PV_粉じんLlr

表 2 工場の作業域における温熱･空気環境測定結果(K工場の魔合)
(ノ凪向 N.岨速1.9A/S,換気回数22回/A)

測定区域 乾球 独球 気流 グローブ相対 ★l勲ストレスCO2 CO SO2 粉じん
S54.714 温度 比丘度 ㍊ 度 主法度 lh止).tEインデック此度 濃度 磯度 濃膿
10:45-12:05 ○C ○C m/see oC ス ppm ppm ppm mg/m3

炉周辺作業域 31:i 25二… 0.4 ::..… 44:;0 64 140 620 13 検出限以下 0.16:::.0:

ハンマー周辺作業域 31:王 27:王 0.7霊 :6, 34:≡ 73 80 500 1.5卜検出限以下 0.16霊 :3∃

-般作男域 29 26:王 0.5霊 :8, 3lIOl 79 68 520 4.2検出限以下 0.1 2IS .ol

の雫碑をt'って辛均 しrて､

還浸食 , グローブ:,毒液 ,気流淫度′502清泉もJe

学殖諸派O,舟渡甘 ぺ標rvLi,耶無 間且,ハンて同且

お古章'-埴絹 域O,つ蒋して分tT､†小学木 3さ月 らti
に斥?L上烹(:,掛良師 宝tJU終了靖の2回)qT/耶え巨

*1 1Fl:作二軍(N=300 )のP,3･合

左}恥 ｢いて賃了て｡TJL＼､斡庵深度＼てピ=ゾバラン

ス聖半纏計してJリ竜骨漂浪捕 捉tr: ｡

coL､JU'lCO三溝庚沖渡し1､エ託014武†小で小に

｢いて､覇勤 しTI示工づム･こ､いごしこJI)ZATedy抑

baヨ1｢しこ収壊し､持ち帰って卵 年LTT .
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4.f･卦奥深
4.1.うし確執 てJう還熱,脊索環痩O,連十 表?

に丁場Kか瑞合印官刺結翠1,ネす｡ら丁‡易今隼でみ
る上 幸浦濁度に｢いて甘 外気温てrていt､一触T<

業布 くト4oc､与<､二村 ,)ノ＼ンマ咋貰玖′刀轍
痢絹武州紅 紺 へZoCの崖でもく.J一別頑和 くあ
る｡潮来韻 月､外気,=‡葛内とも今車軸 てドC革
反か遠いしいTJい｡ jrてft:,i適度耳 鳴>'TLてⅠる
射い鞘呈嵐 璃 別宴軸力く大きく､､作薯‡恥 ごろ蓬
＼ヽLTd同確守uTJ-い｡rてri'上 関禦げtJU:ハ ンマ U,
i咋嘗青口1､大骨愉 鱗 (且捲き射れ)LI.∫I)､
序漣 Frn/細 井015t:,東京吹机 rT吊してい る示一､二

g,範軌 て衝いて示しTT｡

丹業沌置巨J って大き与且.＼モネ寸由一､海尉熱

で､7､､ローつ､逼反してして新井温泉i'H ～7oCもい
一般作業‡恥 ｢こいし ハt,て作業域 示 卜 ToC,普
)q却下苦蛾 示,hンて持掌中 ･)つ症 7-15oC息い｡
挿茸花序をうookcal/kとみ'い て祭れ レス仁 子

7スて■桑折 ト ー碑恒 ハ-,て香描 HStGQ～qOと

し拍 何蒋反で､エ璃吊 る息 ＼oll4示矢上＼示､宵

月釈 けHSIら0-位Oと非草にふい値折 半

与え朝 (てついて甘 CO濡夜捌口禦げ遁倍 .々1濁色

0,みややふ巾＼､冊 は怜車用 由償蓬凋 触 聖殿 ol

了号令t'摘 療離 にみ抹 TてJn ､打つ5日 Tて昭 所

信よる老けみ目 し甘い｡

4､7.今工璃作業l中 温禦 ′ 雪気環境 表了且 も

ユ場o,冬作業務:.0,官 刺tTb翠3,まとめてネ了｡ここt i･
小で小の号にい＼てる訴各値15,ネし巨示､教ストレスう

ンデ7スの埠合して､丹貴官執 亀下の木 ､ち酢 蛸 p循革

と了小るHSlち0を今ミラ､O,rこ折＼LTこi/olてある｡

還禦作業環動 こついてして､とりわし丁耶禦げノ弁禦イン

で､､ノトL､IUn ェ ')品してよる編糟 勺頂 く､7''ローうー温

度左oqCti,番えるところ｡ぐ,1/(甘い｡しまとLと･olT‡易の

熱ヌトしてインデクスDヾ､∫摘番え､為88時阿この査
呼の膏勧しこ耐そる孝LT煩 ､､輯紬 て永および食塩O,補給

を専てる花禦長岡とさALる情170以上両頂戴も??い｡
'宇和幕夜の拍 一十命斗爪 ＼之丁い＼うでも､8本尾翼

街宣号令O,耳†刺深夜巾工み小は､深夜口的 ~リ鶴 ＼｡
43､三訳 甥境O,ふ1塙代鮫 湧泉,通風して簡てる

工場吊 る息 ＼<Vみる巨町 営帥息が工 舛気:,a-;毒液 L､
よが乳豊について牽,i＼のキヰ胤 て打てるヲ怖各軸 て頂葺

き荊3+､:,鯉 環舟 て困てる餌食を表4に責了｡ Tてたし､
表 3 各工li/i･イffl:掛 戒の温熱 ･ J空気環.境

I 働 開放膿 換気 外 と.'.じ 血 ..'革,.q l岩 jl;) てで三 もも 環 椛

乾球 風速m/岳ec 風向 乾克夫 ざh!球 長も一流 グロー 熱ストレ C0㌦ CO So二 紛じん測定日 (朋口遥茎)帥敬 I.%腰 iふ丘Jfl iふ丘嘩 辿隼 lプill.ifl'3L: スインデックス★1. - 77JTJ!i:-ppm i堤 燈 濃 膿0 ,,I/0 Ld/h OC oC ○C m/岳ec OC (HSⅠ) ppm mg/m3

G(関 束) 35 300 30 5.4 S 】27.24-- 0.3--30 - 50 500 -一 I1 - 0.5- 0.19-sS4.6.22 32 25 1.4 43 100 1200 2 1.0 0.65

ー1(鵬 Ilg)S54.6.14 30 92 23 2.4 NE 24-27!19-.210.3.-2.827138 -49t 98500-800 2 .検出限1沈下 0.09 -0.24

I(関 西) 30 104 27 1.6 E 28-20p0.2-一28 .. i41- 400-4. 検出限以下 0.06 -.
S54.6.15 呈 31- 21.2.0l 38! 64 1100 14 0.22

J(倒 収) 25 35 31 1.0 "E⊥333'去;25-ll 270.3-33 62 300-12- 検出限⊥I.t下 0.27 -
S54.8.9 1.7 40t 96｣- 1200】60.66

K(中部) 10 22 26 1.9I N 29-t26- 0.2--正 二1㌫ 二 一500-2～倹出版以下 0.08 ～S54.7.9 33 28 1.3 54l140600130.24

L t申 utn) 10 1 7 2 3lI ヒ ⊥ SW 22- 20 -- 0.1-25 37 - 400-.検出限以下 0.09 -554.7.13 25 23lo.7 39 70 500 0.28

*i･rlI作業 (N二300)J)井 倉 ★rUiこ',ii･湛繊∴卜.I--1ib/A, *コ･ut肇物 J)(･:tLj/i:.的.t･LG･1.liU')舷 作 にLi'Jする法ijtI('E..<も.誹れ樹脂にたいするもの)
*-参 .q:,･のため･JlAfe綜即断 ★5,Q!!凪.傑作顎にたいす るjfg.I:噂的

表 4 温熱環境の各工場比較

Iエ 朋 放 度 換 気 見 様 湿 .球 気 流 グロー勲 ス ト レ
(脚 Lj 率)回 数 温 度 温 度 速 度 プ 温 度 ス イ ン デッ ク ス

0 //lO 回 /h oC oC m/see 0√1ヽ一 (HSⅠ)

G(関 心) 35 210 16 12 0.5 29 38

JItLW 頗) 30 140 16 12 1.4 30 21

I(関 西) 30 240 16 12 1.5 26 10

J(幽 東) 25 130 16 12 3.1 27 9

Ⅹ (中 部) 10 43 17 13 1.1 30 27

L(中 部) 10 34 15 12 0.7 26 16

外部-%件 ･)王威平年値,(乾牒温度 14.7oC 溢餓ムrL雌 11.8oC 瓜塊 3.7m/See)

聾純して､鯨射烈しで官新婚と同

二才牽き骨Lt∫Li'気流速度して
外勤郵且に代倒し､ 内叶滝泰

jILJ小甘ス濃度差して逆相叫

てるとLTて.

頒知可軌了､阿淑展示大き

くTJ-るド｢小てスヨくTtる碩

向ド針仁 工動 こ‡ってし77

1朝綾 の息､＼勺ごぁろドい ＼つ＼

木ら了､慈貯痕示ふ パ 育ど温

禦環透りミ藍代てる頑6日てしてみ

i,小で古い｡ とくしてユ瑞 TL､J

びLL1通風のr:め の間 口配 置 ,{打 て持 場駅魯示あ ,)､

慈 群恨｡二島､＼牽いて禦 -Zト レブロ ンデ7ス'f打 て鶴 ＼｡
ち.絹論 宮利けて白黒乗気方式O,匂㊥雛且工執一
逼聖原産巨ついてて掻 示,絹 とみち中る｡iol頼泉計息

してあr:｢て旦 今隼埼五号吊 れ て､持晋巧 O,通風に
珂てる:酎｢示香寺とろiら中る｡

i掛 .呼紬は T塙小才車知て何てう研究.71%～渦 ,絹足守脚 害.那 珂.

･tl奉天号号良工雪部 助教授 ェ博 **神祭パス号工学部 助教授 工璃 ･･用 言文弱即 硝
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